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１．まえがき１．まえがき１．まえがき１．まえがき  

    鉄道 RC ラーメン高架橋等では梁はスラブと単体的に構築されるため T 型断面となり，死荷重等の作用によ

りフランジが引張を受ける状態となる．この場合，引張フランジ内の鉄筋を無視して矩形断面として設計して

いるのが実状である．そこで，引張フランジ内の軸方向鉄筋が曲げ性能に与える影響に関する基礎資料を得る

ことを目的として実験的に検討を行った．以下にその概要を示す． 

２．実験の概要２．実験の概要２．実験の概要２．実験の概要  

2.12.12.12.1    供試体の形状および諸元供試体の形状および諸元供試体の形状および諸元供試体の形状および諸元 

    実験に用いた供試体の形状および諸元を図－1 および表－1 に示す．供試体の断面形状は長方形断面と逆 T
型断面で，引張鉄筋は D10-10 本（供試体 No.4-3 のみ D10-18 本）を配置した．上縁幅は 20cm で，パラメータ

は下縁幅 bfを 20cm，60cm，100cm，140cm と変化させた．また，せん断スパン比 a／d は 3.0，6.0 の 2 種類を

設定した． 

2.22.22.22.2    載荷方法および測定項目載荷方法および測定項目載荷方法および測定項目載荷方法および測定項目 

 載荷方法は 2 点対称載荷とし，静的な単調載荷を行った．測定は，鉄筋およびコンクリートのひずみ，変位

および荷重について行うとともに，ひび割れ性状の観察を行った．  

３．実験結果３．実験結果３．実験結果３．実験結果 

スパン中央付近を中心として曲げひび割れが多数発生し，全て曲げ破壊した．ひび割れ発生荷重，降伏荷重，

最大荷重と変位量の測定値を表－1に示す． 

４．曲げ剛性４．曲げ剛性４．曲げ剛性４．曲げ剛性 

 既往の変位量算定手法 1）を使用

して実験結果の評価を試みた．な

お，引張フランジ内の鉄筋の有効

な範囲を特定するために降伏荷

重時と降伏荷重の 2／3 倍時の変

位量に着目した．  
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No. 断面 
形状 

上縁幅 
bw(cm) 

下縁幅 
bf(cm) 

ﾌﾗﾝｼﾞ厚 
tf(cm) 

せん断ｽﾊﾟﾝ 
a(cm) 

桁長 
L(cm) 

スパン 
l(cm) f 'c Pctest Pytest Putest δ1test δytest 

1-1 矩形 20 20 - 150 410 350 24.3 11.0 35.6 43.2 0.75 1.25 
1-2 矩形 20 20 - 75 260 200 28.4 22.1 76.0 90.7 0.26 0.45 
2-1 逆 T 型 20 60 10 150 410 350 24.3 8.6 33.1 43.2 0.59 1.12 
3-1 逆 T 型 20 100 10 150 410 350 28.4 17.2 38.0 42.2 0.49 1.21 
3-2 逆 T 型 20 100 10 75 260 200 25.3 34.3 80.9 97.6 0.18 0.42 
3-3 逆 T 型 20 100 10 150 410 350 25.3 15.9 36.8 41.2 0.49 1.12 
4-1 逆 T 型 20 140 10 150 410 350 28.4 13.5 35.6 40.2 0.50 0.81 
4-2 逆 T 型 20 140 10 75 260 200 27.7 44.1 80.9 107.9 0.18 0.36 
4-3 逆 T 型 20 140 10 150 410 350 27.7 23.3 62.5 66.7 0.83 1.85 

      f 'c：コンクリートの圧縮強度(N／mm2)，Pctest：ひび割れ発生荷重(kN)，Pytest：降伏荷重(kN)，Putest：破壊荷重(kN)， 
δ1test：2/3Py時の変位量(cm)，δytest：降伏時の変位量(cm) 

表-1 供試体の諸元 
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図－1 供試体の形状 
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変位量の算定は式(1)に示した断面 2次モーメント Ieを

用いた．ここで，Ig，Icr 算定時の断面形状は T 型断面と

とし， Mcrd算定時の換算断面 2 次モーメントは矩形断面

で算定した． 

 

 

ここに，  

 

  

 

 

 

 

Ie ：曲げひび割れ部材の断面 2 次モーメント 

Ig ：全断面有効の断面 2 次モーメント 
Icr ：中立軸以下のコンクリート部分を除いた断 

 

    面 2 次モーメント 

Mcrd ：曲げひび割れが発生する限界の曲げモーメ

     ント 

Mdmax：変位・変形量計算時の設計曲げモーメント 

のスパン最大値 

δycalは降伏時の変位量であり，δ1calは 2／3Py時の変

位量である．bf／bwとδytest／δycalの関係を図－2に示す．

a／d=3.0，および 6.0 のいずれの場合も， bf／bwに関わ

らず計算値と実験値は概ね一致する結果となった． bf

／bwとδ1test／δ1calの関係を図－3に示す．bf／bw=7.0 の

場合のみ a／d=3.0 および 6.0 のいずれの場合も，実験値

は計算値を若干上回る結果となった．これより，荷重レ

ベルによって計算値の算定精度は若干異なるが，荷重レ

ベルに関わらず引張フランジ内の軸方向鉄筋は部材の曲

げ剛性に寄与していると考えられる． 

５．曲げ降伏耐力および曲げ耐力５．曲げ降伏耐力および曲げ耐力５．曲げ降伏耐力および曲げ耐力５．曲げ降伏耐力および曲げ耐力 

    引張フランジ内の軸方向鉄筋を全て有効として既往

の手法 1）で曲げ降伏耐力(Pycal)と曲げ耐力(Pucal)と実験値

(Pytest，Putest)の関係を図－4，および図－5 に示す．これ

によると，曲げ耐力の計算値は実験結果を過小評価する

傾向があるものの，曲げ降伏耐力および曲げ耐力には引

張フランジの軸方向鉄筋は，有効に抵抗していると考え 

られる． 

 

 

 
 

 

 
 

 

 
 

 

 
 

 

 
 

 

 
 

 

６．まとめ６．まとめ６．まとめ６．まとめ 

 本実験で明らかになったことを，要約して以下に示す． 

（1）引張突縁内の軸方向鉄筋は，部材の曲げ剛性に寄与

している．部材の曲げ剛性は，既往の剛性評価法を適用

することにより，概ね評価できる． 

（2）軸方向鉄筋は部材の曲げ耐力に有効に抵抗している． 
参考文献参考文献参考文献参考文献 
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図－図－図－図－5555    bf／／／／bw とととと Putest／／／／Pucal の関係の関係の関係の関係 

図－図－図－図－2222    bf／／／／bw ととととδδδδytest／／／／δδδδycal の関係の関係の関係の関係 

図－図－図－図－3333    bf／／／／bw ととととδδδδ1test／／／／δδδδ1cal の関係の関係の関係の関係 

図－図－図－図－4444    bf／／／／bw とととと Pytest／／／／Pycal の関係の関係の関係の関係 
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